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会
長
挨
拶

　

会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

に
よ
り
２９
年
度
事
業
も
滞
り
な
く
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
は
大
き
な
事
業
計
画
と
し
て

平
成
３０
年
１０
月
１７
～
１９
日
の
３
日
間

全
国
介
護
老
人
保
健
施
設
大
会
埼
玉

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
大
会
に

は
全
国
の
会
員
諸
氏
を
始
め
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
を
担
う
関

係
・
関
連
機
関
、
地
域
住
民
の
方
々

な
ど
４
～
５
千
名
が
大
宮
の
地
に
集

い
、
国
が
掲
げ
る
２
０
２
５
年
問
題

に
つ
い
て
の
諸
課
題
を
テ
ー
マ
に

「
地
域
づ
く
り
」
を
語
り
合
う
一
歩

と
な
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
で
は
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら

の
、
研
究
・
研
修
発
表
の
他
に
大
会

テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
た
「
彩
ろ
う
！

豊
か
な
高
齢
社
会
を
」
～
老
健
は
地

域
づ
く
り
の
担
い
手
で
す
～
を
基
に

し
た
地
域
支
援
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

三
点
企
画
し
ま
し
た
。

　
「
老
健
の
担
う
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
で
は
、
国
の
目
指
す
老
健

の
方
向
性
、
各
地
域
特
色
の
な
か
で

老
健
が
で
き
る
役
割
、
老
健
の
リ
ハ

ビ
リ
職
が
担
う
地
域
づ
く
り
、
老
健

と
住
民
が
共
に
築
く
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　
「
老
健
と
ロ
ボ
ッ
ト
」
は
人
口
減

少
に
伴
う
人
材
不
足
が
日
ご
と
に
高

ま
っ
て
い
る
現
状
の
な
か
で
利
用
者

の
安
全
性
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ

Ｉ
が
諸
機
関
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
な
か
老
健
の
近
未
来
を
見
据
え
た

対
応
・
対
策
を
検
討
し
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
各
部
署
か

ら
の
専
門
家
を
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
迎

え
て
討
論
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
災
害
対
策
」
は
埼
玉
県
と
し
て

も
防
災
計
画
を
進
め
て
体
制
整
備
に

つ
と
め
て
い
ま
す
が
、
私
ど
も
協
会

は
県
大
会
を
通
じ
て
こ
の
２
年
間

「
埼
老
健
協
会
が
進
め
る
災
害
対

策
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
１０
月
の
全
国
大
会
で
は

埼
老
健
災
害
対
策
委
員
会
の
活
動
を

も
と
に
、
い
わ
ば
埼
老
健
方
式
を
全

国
の
仲
間
に
発
信
す
る
計
画
を
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
他
市
民
公
開
講

演
、
埼
老
健
版
介
護
百
人
一
首
講

演
、
人
材
派
遣
事
業
、
報
酬
改
定
等

々
企
画
し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
３０
年
度
は
各
郡
市
町
村
自
治

体
に
よ
る
地
域
支
援
事
業
が
ス
タ
ー

ト
す
る
節
目
の
年
で
、
こ
の
地
域
支

援
の
構
築
を
担
う
べ
き
施
設
の
在
り

方
と
し
て
老
人
保
健
施
設
は
「
在
宅

支
援
を
行
う
施
設
で
あ
る
」
こ
と
が

法
律
に
よ
り
明
示
さ
れ
、
私
た
ち
施

設
の
果
た
す
役
割
が
決
定
し
た
こ
と

と
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
こ
の
度
の
医

療
・
介
護
報
酬
改
定
に
お
い
て
も
目

指
す
べ
き
方
向
性
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
埼
玉
県
の
高
齢
化
は

急
カ
ー
ブ
で
の
上
昇
が
予
測
さ
れ
て

お
り
県
内
各
地
域
で
支
援
事
業
対
策

が
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
私

ど
も
介
護
老
人
保
健
施
設
は
よ
り
一

層
多
職
種
の
方
々
・
病
院
・
施
設
等

と
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
事
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
の

多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公益社団法人
埼玉県介護老人保健施設協会 

会長 小 川　郁 男

「
地
域
づ
く
り
」
を

　
　
　
　
　
　
語
り
合
う
一
歩
へ



平成29年度「公益社団法人埼玉県介護老人保健施設協会会長表彰」受賞者

施　設　名 氏　名
逍遥の郷 栁瀬　真吾
尚和園アンシャンテ 榎本　絹子
尚和園アンシャンテ 後藤　康記
しょうわ 川鍋美喜子
しょうわ 宮本　賀章
草加ロイヤルケアセンター 葛貫　英人
草加ロイヤルケアセンター 桑原あすか
鶴ヶ島ケアホーム 粟生田　敏
鶴ヶ島ケアホーム 野口さだ子
戸田市立介護老人保健施設 根本　友美
なでしこ タナベエリザハツエ
なでしこ 諸　みどり
虹の園 須黒志津江
虹の園 成田　純子
ぬくもり 星　　陽子
ぬくもり 笠原　良明
蓮田ナーシングホーム翔裕園 恒松　剛志
蓮田ナーシングホーム翔裕園 小野　達也
飯能ケアセンター楠苑 鈴木美江子
飯能ケアセンター楠苑 越川　明子
はつらつ 上林　信子
はつらつ 松本　朋子
はなみずき 古橋　和子
はなみずき 武政　直樹
はなぶさ 柳田美佐保
東松山総合福祉エリア 小林　悦哉
東松山総合福祉エリア 横山　稚子
ふれあいの郷あげお 俵山　敏幸
ふれあいの郷あげお 片岡恵美子
FOMA・なごみ 辻　　博子
FOMA・なごみ 田中恵利子
本庄ナーシングホーム 遠藤　典子
本庄ナーシングホーム 野口　直之
みどうの杜 奥野　和浩
みどりの館 高橋　悦子
みどりの館 青木　裕也
みやびの里 奥野　一人
みやびの里 増田絵理子
やまざくら 馬場　貴子
やまざくら 松島圭穂留

施　設　名 氏　名
彩の苑 大月　智彦
彩の苑 福島　直季
いこいの家 島田　稔章
いこいの家 高野　敦史
いづみケアセンター 和田　珠江
いづみケアセンター 内田三千則
うらら 小林　信雄
うらら 島㟢　伸二
うらわの里 阿久津喜美子
鶴寿の里ナーシングホーム 阿部　靖典
鶴寿の里ナーシングホーム 武井　伴幸
上福岡リハケアセンター 和田御射子
上福岡リハケアセンター 堀井　園子
かみさとナーシングホーム 斉藤　実恵
かみさとナーシングホーム 尾林　美幸
カノープス☆羽生 齋藤　京子
カノープス☆羽生 横田　大輔
かがやき 野内　陽介
かがやき 佐々木英恵
きんもくせい 高橋恵美子
きんもくせい 刈田　春美
北埼玉ヘルスケアビレッジ 角野　和美
北埼玉ヘルスケアビレッジ 石川　幸子
グリーンビレッジ安行 鈴木美也子
グリーンビレッジ安行 益子　佳祐
ケアステーション所沢 後藤　範子
ケアステーション所沢 加藤　泰子
ケアリングよしかわ 須中　久美
ケア・ビレッジシャローム 中静　千晴
ケア・ビレッジシャローム 藤田　光博
厚生会川口ケアセンター 植松　一恵
厚生会川口ケアセンター 榎本美智代
高齢者ケアセンターゆらぎ 吉澤小百合
高齢者ケアセンターゆらぎ 大澤　生江
JCHO埼玉メディカルセンター附属介護老人保健施設 岡野　将実
JCHO埼玉メディカルセンター附属介護老人保健施設 加藤　千夏
埼玉ロイヤルケアセンター 佐藤　　篤
埼玉ロイヤルケアセンター 濱田真由美
春陽苑 高橋　　彩
翔寿苑 廣岡　哲也
翔寿苑 岩間　将夫

永年勤続（８１名） 五十音順（施設名）
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埼
玉
県
は
、
後
期
高
齢
者
人
口
の
増
加
が
全

国
で
最
も
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
お
り
、
今

後
、
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
単

身
・
夫
婦
の
み
高
齢
者
世
帯
が
増
加
す
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
生
活
面
の
支
援
を
必
要
と
す
る
世

帯
も
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
生
産
年
齢
人
口
（
１５
～
６４
歳
）
の
減

少
に
伴
い
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
が
減
少
し
て
い

き
ま
す
が
、
高
齢
者
の
約
８
割
は
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
な
い
な
ど
元
気
な
高
齢
者
と

言
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
高
齢
者
が
「
社
会
に
支
え
ら
れ
る

側
」
か
ら
「
共
に
社
会
を
担
う
側
」
に
な
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
、
社
会
の
活
力
を
維
持
し
高

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

が
必
要
で
す
。

埼
玉
県
の
取
組

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た

本
県
の
取
組
の
基
本
方
針
は
、
医
師
会
、
理
学

療
法
士
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連
携
し
、
構
築

主
体
で
あ
る
市
町
村
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
で

す
。

　

大
き
く
３
つ
の
柱
（
基
礎
づ
く
り
、
医
療
・

介
護
の
連
携
、
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
）
で
取
組

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
県
内
全
て
の
市
町
村
が
遅
れ
る
こ
と

な
く
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
進
む
よ
う
、
人

材
育
成
な
ど
の「
基
礎
づ
く
り
」の
支
援
で
す
。

　

市
町
村
や
地
域
の
要
と
な
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
の
開

催
や
、
地
域
で
高
齢
者
を
支
え
る
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
市
町
村
の
取
組
状
況
を
掲
載
し
た
専

用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
広
く

情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

医
療
・
介
護
の
連
携
推
進

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く

上
で
、
医
療
と
介
護
の
関
係
者
が
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
平
成
３０
年
４
月
ま

で
に
市
町
村
は
必
要
な
体
制
整
備
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
市
町
村
で
は
医

療
の
担
当
部
署
が
な
い
な
ど
地
元
の
医
師
会
と

の
調
整
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
県
で
は
、
平
成
２７
年
度
か
ら
医
師
会

と
共
同
で
「
在
宅
医
療
連
携
拠
点
」
の
設
置
を

進
め
、
平
成
２９
年
４
月
に
は
県
内
３０
あ
る
全
て

の
郡
市
医
師
会
の
地
域
ご
と
に
連
携
拠
点
の
設

置
が
完
了
し
ま
し
た
。
県
と
医
師
会
が
共
同
で

全
県
域
に
お
い
て
医
療
・
介
護
連
携
の
基
礎
を

構
築
し
て
い
く
手
法
は
全
国
で
も
例
が
な
い
も

の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
訪
問
診
療
医
や
訪
問
看
護
師
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
多
く
の
関
係
職
種
が
チ
ー

ム
と
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
、
在
宅
医
療
連
携

拠
点
ご
と
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
患
者
情
報
を

共
有
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も

埼玉県地域包括ケア局長 牧 光 治

地域包括ケアシステム構築に向けた取組

いつまでも元気に暮らすために･･･

生活支援・介護予防

住まい

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院 通所・入所

病気になったら･･･

医 療
介護が必要になったら･･･

介 護 医療と介護の連携
医師会と連携し、
在宅医療連携拠点の整備

自立支援・介護予防
生活支援
モデル事業を実施し、
取組手法を市町村に提示

専門職が連携して提供する
中重度者向けサービス

自助・共助による
元気高齢者・軽度者向けサービス

◆ 住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、
医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステム

◆ 市町村が主体となった地域ぐるみのまちづくり

◆ 県は関係団体と連携し市町村を支援

・日常の医療
かかりつけ医、有床診療所

・病院：
急性期、回復期、慢性期

・介護サービス
在宅系、施設・居住系

埼
玉
県
の
現
状
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進
め
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
郡
市
医
師
会
と
市
町
村
の
調
整
を
進

め
、
平
成
３０
年
４
月
か
ら
は
連
携
拠
点
の
運
営

が
地
元
市
町
村
に
移
行
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。市

町
村
に
お
け
る

モ
デ
ル
事
業
の
実
施

　

医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
は
、
食
事
の
準
備
や
掃
除
な
ど
の
日

常
生
活
の
支
援
や
介
護
予
防
を
い
か
に
充
実
さ

せ
て
い
く
か
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
県
で
は
、
地
域
で
高
齢
者
の
生
活
を

支
え
る
取
組
と
し
て
、
平
成
２８
年
度
か
ら
人
口

規
模
や
地
域
性
の
異
な
る
羽
生
市
、
蕨
市
、
新

座
市
、
川
島
町
の
４
つ
の
市
町
で
、
自
立
支

援
、
介
護
予
防
、
生
活
支
援
を
総
合
的
に
取
り

組
む
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
立
支
援
で
は
、
理
学
療
法
士
な
ど
の
専
門

職
で
構
成
さ
れ
る
自
立
支
援
チ
ー
ム
を
県
が
派

遣
し
、
高
齢
者
の
自
立
に
資
す
る
ケ
ア
プ
ラ
ン

○ 県内に３０ある郡市医師会が拠点を設置

○ ケアマネジャー資格を持つ看護師など
医療・福祉にも精通した専門職を配置

【主な役割】

○ 在宅医療を希望する患者を関係職種につなぐ

○ 本人・家族、地域包括支援センターやケアマネなど

からの医療相談に対応

ケアマネジャーとの連携事例

【 ケアマネジャーの対応 】

○ケアマネジャーは、介護サービスを
受ける方のケアプランを作成

○ケアプランを作成する際、
介護だけでなく医療のことも相談される

【拠点コーディネーターの対応】

○医療的知見や実務経験に基づき
必要なケアを助言

○複雑な病状の患者には担当医から
情報収集し、個別に対応

在宅医療と介護の
一体的ケアの実現

相

談

累計７，４９０件の相談を受付（Ｈ２９年１２月まで）

在宅医療連携拠点の役割

在宅医療連携拠点
コーディネーター

訪問看護師訪問看護師

患者本人・家族患者本人・家族

ケアマネジャーケアマネジャー

地域包括支援センター

（市町村）
地域包括支援センター

（市町村）うち４割が介護職からの相談

病 院病 院

往 診 医往 診 医

医
療
相
談

地域包括ケアシステムモデル事業

平成２８年度 ３１年度～２９年度 ３０年度

全
市
町
村
で
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

多職種が連携する
地域ケア会議で
自立に資する
ケアプラン作成

元気高齢者が
運営する

歩いて通える場所で
の体操教室

元気高齢者を
生活支援の

担い手
として養成

掃除や調理などの
日常生活支援
サービス

自立促進 介護予防 生活支援

●モデル市町村を選定 （羽生市、蕨市、新座市、川島町）

効
果
検
証
し
、
取
組
手
法
を
確
立

手
法
（モ
デ
ル
）を
提
示

後期高齢者、高齢単身・夫婦
世帯、 認知症高齢者の増加

「ご当地主義」で手法（モデル）が
示されていない

モデル市町村で実施した手法を
市町村に提示

現
状

課
題

目
標

の
作
成
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
で
は
、
身
近
な
場
所
で
参
加
で
き

る
体
操
教
室
の
立
ち
上
げ
支
援
、
生
活
支
援
で

は
、
調
理
や
掃
除
が
困
難
に
な
っ
た
高
齢
者
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
体
制

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
モ
デ
ル
事
業
を
通
じ
て
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
取
組
手
法
を
順
次
市
町
村
に
提
供

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
ア

レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
に
向
け
た

今
後
の
取
組

　

平
成
３０
年
度
か
ら
今
後
の
医
療
・
介
護
の
方

向
性
を
示
す
第
７
次
医
療
計
画
、
第
７
期
介
護

保
険
事
業
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
医
療
と

介
護
の
連
携
に
係
る
取
組
は
、
両
計
画
と
も
共

通
の
考
え
方
で
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

２
０
２
５
年
に
向
け
両
計
画
を
着
実
に
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
急
性
期
に
お
け
る
入
院
治

療
か
ら
在
宅
で
の
医
療
、
介
護
、
生
活
支
援
ま

で
切
れ
目
な
く
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
体
制
を
構
築
し
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
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第
２３
回
埼
玉
県
介
護
老
人
保
健
施
設
大
会

　

２
月
２４
日（
土
）、
大
宮
の
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
に
お

い
て
第
２３
回
埼
玉
県
介
護
老
人
保
健
施
設
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
寒
さ
が
少
し
緩
み
穏
や
か
に
晴
れ

た
当
日
、
開
会
式
を
迎
え
る
こ
ろ
に
は
多
く
の
参
加

者
が
小
ホ
ー
ル
に
集
い
ま
し
た
。

　

平
川
理
事
の
司
会
進
行
の
も
と
行
わ
れ
た
開
会
式

で
は
、
小
川
郁
男
会
長
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
中
で
、
地
域
の
人
々
と
共
に
地
域
づ
く
り
を
担

う
老
健
の
重
要
性
を
今
大
会
の
参
加
者
が
共
に
考

え
、
学
び
、
各
施
設
に
持
ち
帰
り
、
地
域
・
施
設
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
る
と

と
も
に
、
１０
月
１７
日
～
１９
日
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
に
集
う
全
国
の
仲
間
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
を
進

め
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
埼
玉
県
牧
光
治
地
域
包
括
ケ
ア
局
長
か
ら

は
上
田
知
事
の
高
齢
化
ス
ピ
ー
ド
日
本
一
の
埼
玉
県

に
お
い
て
果
た
す
老
健
の
役
割
に
期
待
を
込
め
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
、
埼
玉
県
医
師
会
湯
澤
俊
副

会
長
は
、
ご
祝
辞
の
中
で
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る

多
職
種
連
携
の
重
要
性
に
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

全
老
健
折
茂
賢
一
郎
副
会
長
か
ら
は
「
全
国
大
会
で

埼
玉
の
力
を
全
国
の
仲
間
に
示
す
こ
と
へ
の
強
い
期

待
」
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
取
り
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
永
年
勤
続

者
４１
施
設
８１
名
、
埼
老
健
介
護
百
人
一
首
優
秀
歌
１０

名
へ
の
表
彰
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
代
表

と
し
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
埼
玉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
附

属
介
護
老
人
保
健
施
設
岡
野
将
実
氏
よ
り
、「
家
族

や
同
僚
、
上
司
に
支
え
ら
れ
長
く
介
護
に
携
わ
る
事

が
出
来
、
今
後
と
も
利
用
者
様
に
安
心
し
て
快
適
に

過
ご
し
て
頂
け
る
介
護
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」
と

の
思
い
を
言
葉
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
芦
花
ホ

ー
ム
の
医
師
で
あ
る
石
飛
幸
三
先
生
に
よ
る
演
題

「
老
衰
の
最
期
を
ど
う
迎
え
る
か
」
を
聞
き
ま
し

た
。
今
後
ま
す
ま
す
ニ
ー
ズ
の
高
ま
る
看
取
り
に
つ

い
て
の
お
話
を
、
直
接
先
生
か
ら
い
た
だ
け
る
、
と

言
う
こ
と
も
あ
り
場
内
は
満
員
御
礼
で
あ
り
ま
し

た
。
経
験
豊
富
な
先
生
の
ひ
と
言
ひ
と
言
に
は
、
重

み
と
説
得
力
が
あ
り
、
そ
の
中
に
も
笑
い
あ
り
涙
あ

り
、
時
を
忘
れ
る
ほ
ど
看
取
り
に
つ
い
て
の
本
質
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
講
演
の
最
後
に
ケ
ア
ワ

ー
カ
ー
が
独
自
に
作
成
し
た
看
取
り
ま
で
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

折茂 全老健副会長

〜老健は地域づくり

「彩ろう！豊かな
の担い手です〜
高齢社会を」

石
飛
幸
三
先
生

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
見
終
え
た
と
き
、
限
り
あ
る
人

生
の
締
め
く
く
り
を
こ
う
や
っ
て
迎
え
た
い
。
１
回

き
り
の
人
生
、
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
１
日
１
日

を
全
力
投
球
で
・
・
・
と
い
う
思
い
を
皆
さ
ん
も
強

く
抱
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

午
後
の
研
究
発
表
で
は
、
口
演
が
３５
演
題
あ
り
、

認
知
症
や
リ
ハ
ビ
リ
を
中
心
に
様
々
な
研
究
や
取
組

が
発
表
さ
れ
、
中
に
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
地

域
活
動
、
他
に
は
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
に
な
ど
幅
広
い

活
動
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
発
表

は
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
７
階
で
２６
の
演
題
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
複
数
の
大
学
や
専
門
学

校
の
研
究
成
果
や
取
組
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

Ａ
会
場
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
老
健
の
担
う
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
取
組
」
と
題
し
、
県
内
の

看
護
協
会
、
理
学
療
法
士
協
会
、
介
護
支
援
専
門
員

協
会
、
老
健
協
会
よ
り
招
き
各
団
体
と
地
域
連
携
に

つ
い
て
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
看
護
協
会
の
瀬
山
氏
か

牧 埼玉県地域包括ケア局長

湯澤 埼玉県医師会副会長
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ら
は
「
病
院
と
地
域
を
つ
な
ぐ
」、
理
学
療
法
士
協

会
の
岡
持
氏
か
ら
は
「
地
域
リ
ハ
ビ
リ
支
援
体
制
に

つ
い
て
」、
介
護
支
援
専
門
員
協
会
の
黒
川
氏
か
ら

は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
支
援
な
ど
に
つ
い
て
」、

老
健
協
会
の
横
田
氏
か
ら
は
「
老
健
に
お
け
る
介
護

予
防
サ
ロ
ン
の
取
組
」
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
会
場

内
で
は
熱
心
に
聞
き
入
る
方
が
多
く
み
ら
れ
、
今
後

の
参
考
に
な
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。

　

Ｂ
会
場
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
埼
老
健
の
埼
老

健
に
よ
る
埼
老
健
の
た
め
の
災
害
対
策
と
題
打
っ
て

埼
老
健
協
会
の
災
害
対
策
委
員
会
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
埼
老
健
大
会
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
初
の
試
み
で
、
災
害
対
策
委
員
会
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
寸
劇
を
取
り
入
れ
分
か
り
易
く
表
現
す
る

こ
と
を
試
み
、
言
葉
や
文
字
だ
け
で
は
な
い
分
か
り

易
さ
と
臨
場
感
が
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
少
々
ぎ
こ
ち
な
い
寸
劇
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
災
害
対
策
を
行
っ
て
い
る
施
設
と
、
取
組
ん
で

い
な
い
施
設
の
対
比
で
は
、
時
折
笑
い
が
起
こ
る

中
、
う
な
ず
い
て
い
る
参
加
者
の
方
が
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
寸
劇
後
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
３
本
の
柱
と
し
て
情
報
共
有
ツ
ー
ル
の
活

用
、
災
害
時
の
初
動
、
防
災
備
蓄
に
つ
い
て
先
進
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
施
設
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
経

緯
が
発
表
さ
れ
大
変
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

　

企
業
出
展
会
場
で
は
、
８
時
３０
分
か
ら
１５
時
ま
で

出
展
ブ
ー
ス
２６
社
に
よ
る
介
護
・
医
療
情
報
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
体
験
が
で
き
る
機
器
に
は
多
く

の
参
加
者
が
興
味
を
持
た
れ
て
お
り
、
体
験
後
に
質

問
さ
れ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
昨
年
同

様
、
出
展
ブ
ー
ス
を
回
り
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
こ
と

で
ス
イ
ー
ツ
が
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施

し
ま
し
た
。
昨
年
に
比
べ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
皆
様

に
認
知
し
て
頂
い
て
お
り
、
出
展
業
者
は
じ
め
参
加

者
同
士
の
交
流
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
的
な
参
加
人
数
は
５
５
０
名
ほ
ど
で
、
協
賛

企
業
（
出
展
）
は
２６
社
、（
広
告
）
は
２４
社
の
ご
協

力
を
頂
き
ま
し
た
。

　

３０
年
度
は
１０
月
１７
日（
水
）
～
１９
日（
金
）
に
埼
玉

県
で
全
国
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
場
所
は
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
と
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
に
て
大
々
的
に

執
り
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
第
２４
回
県

折茂 全老健副会長

優秀演題優秀演題

腰痛対策を端緒としたスタッフを護る取り組み いづみケアセンター 戸坂　　心

過介助を防ぎ、生活リハビリを充実するために ハートランド桶川 長谷川明弘

当施設における看取り後の
　お別れセレモニーの在り方について プライムケア川越 村野　弘美

介護って結構〇〇！？ 浦和大学短期大学部 森　由香子

〜老健は地域づくり

「彩ろう！豊かな
の担い手です〜
高齢社会を」

牧 埼玉県地域包括ケア局長

湯澤 埼玉県医師会副会長

大
会
は
１
年
繰
り
越
し
て
３２
年
２
月
に

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
埼
玉
で
初
め

て
の
全
国
大
会
に
な
り
ま
す
の
で
、
多

く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
こ
の
埼

玉
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



人
の
た
め
、

　

人
が
使
う
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
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Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
の
話
題
に
事
欠
か
な
い

昨
今
、
ア
ナ
ロ
グ
人
間
の
私
で
さ
え
無
関
心
で
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
秋
の
全
国
介
護
老
人
保
健
施

設
大
会
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ

ト
は
介
護
を
ど
う
変
え
る
か
？
」
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
人
と
Ａ
Ｉ
と
が
〇
〇
で
勝
負
し
た
ら
・
・

　
最
後
ま
で
人
が
携
わ
れ
る
業
種
は
何
？

世
間
は
何
か
と
騒
が
し
い
で
す
ね
。

　
高
齢
者
に
よ
る
事
故
の
増
加
と
、
免
許
証
更
新

時
検
査
で
「
認
知
症
と
そ
の
疑
い
の
あ
る
人
が
多

く
い
た
」
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時

は
「
無
人
自
動
運
転
の
到
来
」
が
、
下
手
な
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
の
私
に
は
、
歓
迎
し
た
い
未
来
に
も

思
え
ま
す
。

　
某
企
業
が
Ａ
Ｉ
で
求
職
者
の
書
類
審
査
を
し
た

と
こ
ろ
、
業
務
時
間
が
短
縮
し
、
効
率
的
な
採
用

活
動
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
介
護
業
界
と
は
異
次

元
の
話
で
す
。
そ
も
そ
も
求
職
者
が
集
ま
ら
な
い

た
め
に
、
事
業
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
私
た
ち
は

悩
ん
で
い
る
の
で
す
か
ら
。

　
少
子
型
超
高
齢
社
会
、
多
死
社
会
、
人
口
減
社

会
な
ど
、
今
後
の
日
本
に
つ
い
て
マ
イ
ナ
ス
イ
メ

ー
ジ
の
話
ば
か
り
。
人
口
動
態
が
急
に
変
わ
る
訳

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。「
一
人
っ
子
政
策
」
を
と
っ

た
中
国
、
移
民
政
策
と
そ
れ
を
排
除
し
よ
う
と
す

る
国
々
の
動
き
な
ど
、
過
去
、
現
在
、
未
来
と
つ

な
が
っ
て
今
が
あ
る
の
だ
と
、
つ
く
づ
く
思
い
知

ら
さ
れ
ま
す
。

　
老
健
施
設
で
働
く
私
た
ち
は
、
地
域
や
利
用
者

と
日
々
接
す
る
中
で
「
今
」
を
リ
ア
ル
に
受
け
止

め
、「
こ
れ
か
ら
」
を
真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
介
護
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
介
護
福
祉
士
と

い
う
介
護
専
門
職
の
誕
生
、
看
護
で
な
く
ケ
ア
と

い
う
概
念
、
介
護
保
険
制
度
創
設
、
老
人
保
健
施

設
な
ど
、
３０
数
年
と
い
う
短
期
間
に
多
く
の
変
化

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
施
設
で
も
便
利

埼
玉
県
介
護
老
人
保
健
施
設
協
会
理
事

平
川
汀
子
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な
機
器
が
随
分
増
え
、
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の

機
器
、
ベ
ッ
ド
、
浴
槽
、
自
助
道
具
、
排
せ
つ
用

品
な
ど
日
々
進
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
施

設
利
用
に
際
し
、
そ
の
物
理
的
、
心
理
的
な
垣
根

は
か
な
り
低
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　
介
護
保
険
が
介
護
の
社
会
化
を
進
め
ま
し
た
。

し
か
し
一
方
で
、
介
護
の
担
い
手
不
足
は
、
ま
す

ま
す
深
刻
な
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
国

は
、
外
国
人
労
働
者
や
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入

を
事
態
打
開
策
の
一
つ
と
し
た
の
で
す
。
会
員
施

設
で
も
数
種
類
の
使
用
が
始
ま
り
、
昨
年
、
協
会

は
機
器
導
入
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
使
用
施
設

情
報
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。（
写
真
）
機
器
の

使
い
勝
手
の
悪
さ
、高
額
な
費
用
、職
員
の
側
の
問

題
な
ど
率
直
な
意
見
が
出
ま
し
た
。
ど
の
意
見
も

「
前
に
進
め
る
た
め
の
」も
の
で
あ
り
、
単
に
不
備

を
並
べ
立
て
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
本
当
に
必
要
な
も
の
は
、
い
ず
れ
受
け
入
れ
ら

れ
る
し
、
時
代
は
意
識
を
変
え
る
と
、
こ
れ
ま
で

の
歩
み
か
ら
思
い
ま
す
。

　
「
人
は
人
で
し
か
癒
さ
れ
な
い
」
と
い
う
「
ロ

ボ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
」
吉
原
健
太
郎
氏
の

言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。

　
自
分
と
や
り
た
い
こ
と
の
間
に
障
が
い
の
あ

る
人
の
事
を
、
私
は
障
が
い
者
と
呼
び
ま
す
。

（
略
）・
・
多
く
の
人
が
「
自
分
で
で
き
る
こ

と
で
社
会
に
貢
献
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
は

ず
で
す
。
そ
の
「
出
来
る
こ
と
」
を
増
や
す
た

め
の
ツ
ー
ル
が
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
り
、
Ａ
Ｉ
で
あ

り
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
人
が
何
も
し
な
く
な
る
た
め
の
ツ
ー
ル

で
は
な
く
、
人
が
出
来
る
こ
と
を
増
や
す
こ
と

が
出
来
る
ツ
ー
ル
で
す
。

　
介
護
現
場
で
働
く
人
も
、
施
設
を
利
用
す
る
人

も
、
お
互
い
に
出
来
る
こ
と
を
増
や
す
た
め
に
、

Ａ
Ｉ
等
を
力
に
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
な
ら
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
も
の
で
す
。
使
い
こ
な
す
の
は

人
で
あ
り
、
そ
ん
な
多
職
種
協
働
チ
ー
ム
を
い
か

に
創
る
か
が
、
老
健
施
設
と
い
う
新
し
い
施
設
を

創
設
し
た
私
た
ち
に
、
今
ま
た
問
わ
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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川越駅西口徒歩5
分

平成29年平成29年

11月15日水11月15日水

彩の国老健老健ひろばひろば

川越市
地域包括支援センタ

ー

コーナー

みな様のご来場を心
より

お待ちしております
みな様のご来場を心

より

お待ちしております

 
１ ５

毎月15日はいい介護　老健の日 
１ ５

毎月15日はいい介護　老健の日

市の認知症、介護
予防事業の

紹介　等

14

10:00～16:0010:00～16:00
介護の日

各コーナーは10:30～
16:00

各コーナーは10:30～
16:00

埼老健第　回
参加費無料です！
粗品進呈（先着

300名）

医師による
健康相談
コーナー

骨密度・動脈硬化
度

体脂肪率・血圧・
聴力等

健康測定
コーナー 地域に開かれた老

健施設

（西部地区）

施設紹介
コーナー

介護なんでも

相談
コーナー

栄養相談
コーナー

体力測定・作品作
り

体力測定・作品作
り

リハビリ
コーナー

各種講座
内容は裏面

主催：公益社団法人埼玉県介護老人保健施設協会　TEL 049̶285̶5055

共催：（公社）埼玉県理学療法士会・埼玉県音楽療法関係者協議会・（一社）埼玉県介護福祉士会

　　　（公財）介護労働安定センター埼玉支部

後援：埼玉県・川越市・公益社団法人全国老人保健施設協会

利用者の幸せサポート　埼老健
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埼
玉
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
の 

派
遣
に
関
す
る
基
本
協
定

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
当
協
会
の
老
健

施
設
は
埼
玉
県
及
び
埼
玉
県
社
会
福
祉
施
設
協

会
と
相
互
に
協
力
し
、
二
次
災
害
の
防
止
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
被
災
地
に
対
し
て
災
害
派

遣
福
祉
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、
様
々
な
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

彩
の
国
老
健
ひ
ろ
ば
は
県
民
の
皆
様
に
老
健
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
２
年
毎
に
場
所
を
変
え

順
番
に
回
っ
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
の
多
職
種

を
擁
す
る
機
能
を
最
大
限
活
か
し
、
健
康
測
定
を
実
施
し
、
そ
の
数
値

か
ら
医
師
に
よ
る
健
康
相
談
、
支
援
相
談
員
に
よ
る
介
護
相
談
、
栄
養

士
の
栄
養
相
談
を
行
う
ほ
か
、
認
知
症
講
座
な
ど
複
数
の
講
座
と
施
設

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
川
越
市
で
開
催

し
、
県
民
の
皆
様
１
８
１
人
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
回

は
、
平
成
３１
年
１１
月
に
開
催
予
定
で
す
。

埼玉県・県警察・県社協と協定を結びました 埼玉県介護老人
　　保健施設協会

彩
の
国

老
健
ひ
ろ
ば

埼老健トピックス

各種
講座

リハビリ
コーナー

各種相談
コーナー

荒舩理事の講演

シンポジウム「みんなでやろう地域づくり」

埼
玉
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
に 

関
す
る
協
定

　

子
供
や
女
性
、
高
齢
者
等
を
犯
罪
被
害
か
ら

守
る
と
共
に
、
地
域
で
の
犯
罪
を
防
止
す
る
た

め
、
当
協
会
は
埼
玉
県
及
び
埼
玉
県
警
と
の
協

定
を
結
び
、
埼
玉
県
内
に
お
け
る
防
犯
の
ま
ち

づ
く
り
を
推

進
し
、
県
民

の
皆
様
の
安

全
で
安
心
で

き
る
生
活
環

境
の
基
盤
を

つ
く
る
お
手

伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き

ま
す
。
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施設紹介施設紹介新
会
員

医療法人好文会　介護老人保健施設

〒３６６－０８１１	 埼玉県深谷市人見１９７５番地
	 ＴＥＬ　０４８－５７０－０５１１　ＦＡＸ　０４８－５７０－０５１２
利用料　多床室：全７０床（２人部屋・３人部屋）
　　　　　　　　介護度３（第４段階／１割負担）１１万程度

あねとす

　当施設は、平成２９年４月１日に、病院併設型の施設として
開設しました。
　施設の構造が、併設医療機関である「あねとす病院」と廊
下でつながっている為、介護と医療をスムーズに提供するこ
とが出来ます。
　また、法人内には居宅介護支援事業所、訪問系サービス、
通所系サービス等、在宅系サービスが充実しており、法人全

体で在宅復帰をサポートさせていただいています。
　ぜひ一度ご見学にお越しください。

埼老健介護百人一首　優秀歌
小
谷
あ
ゆ
み
賞

「
寒
く
て
ね
」言
わ
れ
触
れ
た
手
冷
た
く
て
我
の
手
で
包
み
二
人
で
ほ
ほ
笑
む

秋
池
　
美
香
（
い
づ
み
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

も
う
無
理
よ
ふ
さ
い
だ
書
道
筆
持
て
ば
途
端
に
伸
び
る
背
筋
に
笑
顔

小
川
　

の
り
子
（
い
づ
み
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

顔
寄
せ
て
想
い
も
寄
せ
て
話
す
君
介
護
の
仕
事
キ
ラ
リ
輝
く

福
島
　
浩
子
（
い
づ
み
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

ど
う
し
て
も
東
京
五
輪
を
見
る
ん
だ
と
リ
ハ
ビ
リ
励
む
そ
の
背
を
支
え
る

吉
田
　
彩
乃
（
い
づ
み
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

病
か
ら
古
希
の
夫
は
彷
徨
ひ
て
止
め
ず
急
か
さ
ず
妻
は
寄
り
添
う

遠
藤
　
薫
（
カ
ノ
ー
プ
ス
☆
羽
生
）

笑
い
合
い
頷
く
け
れ
ど
噛
み
合
わ
ず
そ
れ
で
も
続
く
二
人
の
会
話

山
口
　
絵
吏
（
上
福
岡
リ
ハ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

利
用
者
と
笑
顔
で
か
わ
す
挨
拶
に
元
気
な
こ
ろ
の
亡
き
父
重
ね

河
村
　
稔
之
（
上
福
岡
リ
ハ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

利
用
者
さ
ん
元
気
の
源
は
非
常
識
酒
に
タ
バ
コ
に
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル

川
鍋
　

美
喜
子
（
し
ょ
う
わ
）

わ
た
し
誰
あ
な
た
誰
な
の
迷
い
道

保
坂
　
章
夫
（
な
で
し
こ
）

金
魚
見
て「
こ
れ
お
い
し
い
か
」と
父
た
ず
ね
ほ
っ
と
す
る
や
ら
ぞ
っ
と
す
る
や
ら

荒
川
　
陽
介
（
な
で
し
こ
）

（
施
設
名
五
十
音
順
）



公益社団法人　

埼玉県介護老人保健施設協会
（事務局）〒350-2213　埼玉県鶴ヶ島市脚折1877番地

介護老人保健施設　鶴ヶ島ケアホーム内
TEL. 049−285−5055　　FAX. 049−285−5510
URL:http://saitamaroken.jp/　
E-mail :sairoken@manjyukai.or.jp

編
集
後
記

　今号は、今年の１０月１７日（水）～１９日（金）
に埼玉県の大宮ソニックシティで行われる
全国介護老人保健施設大会前の発行となる
ため、県民の皆様に老健に興味を持っても
らい多くの方に大会に参加していただける
ように考えて編集しました。編集において
は本当に数多くの方に力添えを頂き、この
場を借りて改めて御礼申し上げます。
� （栁田）


